
各位

関東武道推進連合

真勇一同

第16 回真勇カップ東日本ジュニア空手道選手権大会開催のご案内

【 同 時 開 催 】 第 6 回 真 勇 新 人 戦

拝啓 皆様におかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

この度、青少年の健全育成を趣旨に、

真勇カップ東日本ジュニア空手道選手権大会を下記の通り開催する運びとな

りました。

これもひとえに皆様のご協力ご尽力の賜物と深く感謝を申上げる次第です。

公平な判定及び、良識ある応援マナーを軸とした大会運営を目指し、誰もが

夢をもって挑戦できる大会になりますよう努める所存です。

また、本大会では、「上級クラス」が日本国際空手協会、及び POINT&K.O.の

全日本選抜指定大会に認定されております。

つきましては

ご多忙中のところ誠に恐縮ではございますが、万障お繰り合わせの上ぜひと

も多くの皆様にご参加を賜りますようお願い申し上げます。

敬具

記

日時 2025 年 3 月 22 日(土) 午後 11:30 開場 / 午後 13:00 第 1 試合開始

場所 東京武道館大武道場(足立区綾瀬) 〒120-0005 足立区綾瀬 3-20-1

TEL：03-5697-2111

主催 関東武道推進連合 真勇

後援 スポーツ庁

足立区教育委員会

協力 一般社団法人日本国際空手協会

社団 JB日本接骨師会

真勇協力団体

鳩ヶ谷合同稽古会

以上



実施要項- 1 -

第16回真勇カップ東日本ジュニア空手道選手権大会

実施要項

■ 名 称 第 16 回真勇カップ東日本ジュニア空手道選手権大会

■ 目 的 空手道の修行に励む者が流派・団体の垣根を越えて区別なく参加できる大会を開催する事に

より空手道の普及、および底辺の拡大を図る。また、空手道の修行により心身の錬磨並びに

健全育成を促進し、社会への貢献に寄与することを目的とする。

■ 主 催 関東武道推進連合 真勇

■ 主 管 真勇カップ大会実行委員会

■ 後 援

協 力

スポーツ庁・足立区教育委員会

一般社団法人日本国際空手協会・社団 JB 日本接骨師会・鳩ヶ谷合同稽古会

■ 会 場 東京武道館大武道場(足立区綾瀬)

〒120-0005 足立区綾瀬 3-20-1 TEL：03-5697-2111

■ 日 時 2025 年 3 月 22 日(土)

午後 11:30 開場 / 午後 13:00 第 1 試合開始

■ 競 技 種 目

初 級 中 級 上 級

1 幼年男女混合 21 幼年男女混合 41 小学 1 ・ 2 年女子

2 小学 1 年男女混合 22 小学 1年男女混合 42 小学 3 ・ 4 年女子

3 小学 2 年男女混合 23 小学 2年男女混合 43 小学 5 ・ 6 年女子

4 小学 3 ・ 4 年女子 24 小学 3・ 4年女子 44 小学 1 年男子

5 小学 5 ・ 6 年女子 25 小学 5・ 6年女子 45 小学 2 年男子

6 小学 3 年男子 26 小学 3年男子 46 小学 3 年男子

7 小学 4 年男子 27 小学 4年男子 47 小学 4 年男子

8 小学 5 年男子 28 小学 5年男子 48 小学 5 年男子

9 小学 6 年男子 29 小学 6年男子 49 小学 6 年男子

10 中学女子 30 中学女子 50 中学女子 軽量級 50kg 未満

11 中学男子 31 中学男子 51 中学女子 重量級 50kg 以上

52 中学男子 軽量級 50kg 未満

53 中学男子 重量級 50kg 以上

■ 参 加 資 格 ○健康な身体で、空手修行経験者による監督、指導を受けている者。

（フリ－、非公開は参加出来ません）

○初級クラスは小学生７級以下、中学生５級以下で、試合経験が無い、または試合経験の浅

い初心者で入賞経験の無い者。

○中級クラスは初級クラスおよび上級クラスに該当しない者。

○上級クラスは全日本大会や各選抜大会（予選大会含む）、他大会での上級クラスへの出場

経験者。もしくは 2 級以上の者。

○女子は男子クラスに参加することが出来ます。

■ 参 加 費 全クラス 5,000 円。

参加費は各団体で取りまとめて納入してください。納入後の参加費の返金はできません。



実施要項- 2 -

■ 競 技 規 定 真勇カップ東日本ジュニア競技規定、及び本大会の申し合わせ事項による。

■ 競 技 方 法 参加者が 4 名以上の種目についてはトーナメント方式。

参加者が 3 名の場合は総当り戦、参加者が 2 名の場合はワンマッチとする。

■ 審 判 員 真勇カップ大会実行委員会が選考、委任した審判員により編成する。

■ 表 彰 各種目の参人数に応じて、賞状とトロフィーを授与する。

■ 傷 害 処 置 参加者は各自の責任において健康管理を行ってください。

競技中に負傷した場合応急処置は致しますが、以降の責任は負い兼ねます。

参加者はスポーツ安全保険等に必ず加入してください。

■ 参 加 申 込 参加希望者は所定の用紙(参加申込書)に必要事項を記入し、

各団体で取りまとめの上、参加費用を同封して現金書留にてご郵送ください。

○申込先 〒341-0044 埼玉県三郷市戸ヶ崎 3-52-1(空手道建志会内)

真勇カップ大会事務局 工藤栄一

TEL:048-949-6047 FAX:048-951-0755 MAIL:karate@brave.pgw.jp

○申込締切 2025 年 1 月 28 日(土) 必着

■ 参 加 上 の

注 意 事 項

○参加者(選手、団体代表者・保護者・セコンドも含む)はスタッフの指示に必ず従ってくだ

さい。また、審判の判定に｢抗議｣･｢異議｣･｢質問｣を唱えることは一切認めません。

○参加クラスについて各団体代表者様の良識ある判断をお願いします。

初級および中級クラスへの参加者については主催者側でチェックさせていただきます。

なお、学年やクラスの間違いは失格になります。

○申込み状況により種目を統合・分割・廃止する場合があります。

体重を参考にしますので申込書に必ず体重をご記入ください。

また、統合・分割・廃止は事前に団体代表者様までご連絡いたします。

○セコンドは一般常識、良識ある服装で 2名までとします。

(Ｔシャツ類、短いパンツ、スウェット、Ｇパン、ジャージ等はご遠慮ください)

○参加者は必ず保険に加入し、

自ら健康診断を受診する等の健康状態の把握に努めてください。

競技実施前、実施中に体調の変化を感じた場合には、自ら競技の棄権を申し出てください。

○大会中の映像・写真・記事・記録・参加者の氏名・年齢・住所（都道府県名）等の、

テレビ・新聞・雑誌・インターネット等への掲載権および肖像権は主催者に属します。

また、主催者がサービス向上を目的とし利用することがあることをご了承ください。

○主催者の許可なく大会の模様を撮影または録画した映像について、

不特定多数が閲覧できるインターネット上への掲載・配布することを禁止します。

■ そ の 他 ○参加申込書と参加費が定められた期限までに指定された場所に到着しない場合は、理由の

いかんを問わず本大会への参加を認めません。

○一旦納入した参加費はいかなる理由があろうと返金できません。

○駐車場について 当日は混雑する恐れがありますのでなるべく乗り合いまたは公共機関

をご利用ください。

■ お 問 合 せ 真勇カップ大会事務局 工藤栄一

TEL:048-949-6047 FAX:048-951-0755 MAIL:karate@brave.pgw.jp



第16回真勇カップ東日本ジュニア空手道選手権大会参加申込書

開催日：2025 年 3 月 22 日(土) 会場：東京武道館大武道場(足立区綾瀬) 〆切：2025 年 1 月 28 日(土) 参加費：¥5,000

大会実行委員長殿

２０ 年 月 日

私は、本大会のルールに従い正々堂々と技を競い合い審判の判定について一切の異議を申し立てない事

を誓います。また、本大会におけるいかなる事故、怪我に対しても自己の責任として主催者に対し責任

を追及しない事をここに誓約いたします。

所 属 道 場

（道場側記入欄）

団 体 責 任 者

（道場側記入欄） 印

書類送付先住所

（道場側記入欄）

〒

責任者電話番号

（道場側記入欄）
クラスの統合･廃止の連絡をしますので、日中連絡が取れる電話番号をご記入ください

フ リ ガ ナ 学 年 性別

参 加 者 氏 名 年少･年中･年長

年生

男

・

女

小学･中学

生年月日 空 手 歴 身 長 体 重 段 位・級 位

２０ 年 月 日 年 ヶ月 ｃｍ Ｋｇ 段・級

保 護 者 氏 名

印

大 会 歴

最近 2 試合の戦績

２０ 年 月 大会名 初級・中級・上級 結果

２０ 年 月 大会名 初級・中級・上級 結果

出場クラス（下記の出場クラス№を○で囲んで下さい）※記入間違いは失格となります

初 級 中 級 上 級

1 幼年男女混合 21 幼年男女混合 41 小学 1 ・ 2 年女子

2 小学 1 年男女混合 22 小学 1年男女混合 42 小学 3 ・ 4 年女子

3 小学 2 年男女混合 23 小学 2年男女混合 43 小学 5 ・ 6 年女子

4 小学 3 ・ 4 年女子 24 小学 3・ 4年女子 44 小学 1 年男子

5 小学 5 ・ 6 年女子 25 小学 5・ 6年女子 45 小学 2 年男子

6 小学 3 年男子 26 小学 3年男子 46 小学 3 年男子

7 小学 4 年男子 27 小学 4年男子 47 小学 4 年男子

8 小学 5 年男子 28 小学 5年男子 48 小学 5 年男子

9 小学 6 年男子 29 小学 6年男子 49 小学 6 年男子

10 中学女子 30 中学女子 50 中学女子 軽量級 50kg 未満

11 中学男子 31 中学男子 51 中学女子 重量級 50kg 以上

52 中学男子 軽量級 50kg 未満

53 中学男子 重量級 50kg 以上



第 6回真勇新人戦のご案内

■ 日 時 2025 年 3 月 22 日(土) 午後 11:30 開場 / 午後 13:00 第 1 試合開始

■ 場 所 東京武道館大武道場(足立区綾瀬) 〒120-0005 足立区綾瀬 3-20-1
TEL:03-5697-2111

■ 参 加 資 格 健康な身体で、空手修行経験者による監督、指導を受けている者。

公式な大会(小規模な練習試合や交流試合を除く)に出場経験がない者。
※新人育成が趣旨でありますので各先生方の良識ある判断をお願いします。

■ 参 加 費 3,000 円

■ ル － ル 真勇カップ東日本ジュニア大会ル－ル(本戦 1：00 でのマスト判定)

■ 申 込 方 法 本紙に必要事項を記入し、参加費用を同封して現金書留にてご郵送下さい。
申込先 〒341-0044 埼玉県三郷市戸ヶ崎 3-52-1(空手道建志会内)

真勇カップ大会事務局 工藤栄一 TEL:048-949-6047 FAX:048-951-0755

■ 申 込 締 切 2025 年 1 月 28 日(土)

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - < 切り取り > - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - < 切り取り > - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - < 切り取り > - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - <切り取り > - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

第 6回真勇新人戦参加申込書
大会実行委員長殿

２０ 年 月 日

私は、本大会のルールに従い正々堂々と技を競い合い審判の判定について一切の異議を申し立てない事

を誓います。また、本大会におけるいかなる事故、怪我に対しても自己の責任として主催者に対し責任

を追及しない事をここに誓約いたします。

所 属 道 場

（道場側記入欄）

団 体 責 任 者

（道場側記入欄） 印

書類送付先住所

（道場側記入欄）

〒

責任者電話番号

（道場側記入欄）
クラスの統合･廃止の連絡をしますので、日中連絡が取れる電話番号をご記入ください

フ リ ガ ナ 学 年 性別

参 加 者 氏 名 年少･年中･年長

年生

男

・

女

小学

生年月日 空 手 歴 身 長 体 重 段 位・級 位

２０ 年 月 日 年 ヶ月 ｃｍ Ｋｇ 段・級

保 護 者 氏 名

印

出場クラス（下記の出場クラス№を○で囲んで下さい）※記入間違いは失格となります。

新人戦

81 年少男女混合 87 小学 1年男子

82 年中男女混合 88 小学 2年男子

83 年長男女混合 89 小学 3年男子

84 小学 1・ 2年女子 90 小学 4年男子

85 小学 3・ 4年女子 91 小学 5年男子

86 小学 5・ 6年女子 92 小学 6年男子



第16回真勇カップ東日本ジュニア空手道選手権大会
開催日：2025 年 3 月 22 日(土) 会場：東京武道館大武道場(足立区綾瀬)

審 判 員 ご 協 力 の お 願 い

大会の趣旨にある『公平な判定』と『安心安全』を実現するために、まことに恐縮ではご

ざいますが、審判員のご協力を頂きたくお願い申しあげる次第でございます。

些 少 で は ご ざ い ま す が 、 謝 礼 を 用 意 さ せ て い た だ き ま す 。

ご協力を頂ける場合は、大会申込書に同封ください

団体名 電 話

代表者
様

メール

フ リ ガ ナ
□主審可

□副審のみ氏 名

フ リ ガ ナ
□主審可

□副審のみ氏 名

フ リ ガ ナ
□主審可

□副審のみ氏 名

フ リ ガ ナ
□主審可

□副審のみ氏 名



第16回真勇カップにおける競技規定

及び本大会の申し合わせ事項について

本大会では、「上級クラス」が日本国際空手協会、及び

POINT&K.O.の全日本選抜指定大会に認定されいるため、

クラスごとに異なる競技規定が適用されます。

 「新人クラス」「初級クラス」「中級クラス」

真勇カップ東日本ジュニア競技規定に基づいて競技を行います。

 「上級クラス」

日本国際空手協会試合規約を基本とし以下の変更点を加えています。

• 本戦マスト方式

本戦で必ず勝敗を決定する本戦マスト方式とし延長戦は行わない。

• 上段ヒザ蹴り

故意でない場合も含め、全て反則とします。

• 防具、及び試合時間

真勇カップ東日本ジュニア競技規定に準じます。

• 有効と場外について

有効は「技あり」と評価し、場外の注意を取りません。



真勇カップ東日本ジュニア 競技規定

競技規定- 1 -

審判構成

判定は審判長および審判員で決定する。

審判長および審判員は同等の権限を持って判定にあたるが、最終的な決定は全て審判長の裁決による。

審判員は主審1名と副審2名以上を原則とし構成する。

審判長は主審に意見を述べたり要請することができる。

また、主審は必要があれば審判長に意見を求めたり要請することができる。

審判と勝敗

本戦で必ず勝敗を決定する本戦マスト方式とし、延長戦は行わない。

勝敗は一本勝ち、技有り(2回取った場合は一本となる)、判定勝ち、相手の失格ないし棄権により決定される。

一本勝ち・失格・棄権がない場合は主審と副審の過半数の判定で決定する。

判定によって勝敗を決する場合は、主審の「判定」宣告と同時に全審判員が表示を行う主審同時上げとする。

試合中、主審を中心とし審判員同士で協議を行うことができる。

判定基準

1試合の全体を見て判定を行う。

①技有りの有無、②減点の有無、③ダメージ、④技の的確性、⑤気迫の順とする。

※必ずしも手数足数がダメージに勝るものではない。

一本勝ち

反則箇所を除く相手に対して突き、蹴りなどによりダメージを与え、3秒以上動きが止まった場合。

戦意喪失した場合。

技有りを2回取った場合。

技有り

反則箇所を除く相手に対して突き、蹴りなどによりダメージを与え、動きが止まった場合。

上段への蹴りが的確にクリーンヒットした場合。

前蹴りや下段蹴りなどで相手を倒し、タイミングよく下段突きをで決めた場合。

技を仕掛けた選手が転倒し、その相手選手がタイミングよく下段突きを決めた場合。

反則

金的への攻撃、頭突き、掴み、抱えこみおよび掌低または拳、肩による押しは全て反則となる。

拳、肘など肩も含め腕部位による首を含めた顔面への攻撃。（上段ヒザは反則となる）

頭をつけての攻撃。前進ありきの体圧。（踏ん張って上体をのけぞらせる行為も体圧とする）

倒れた相手への攻撃。および背後からの攻撃。

掛け逃げや故意による転倒は審判が注意を与える。

審判が消極的と判断した場合は注意を与える。

反則は注意2で減点1となり注意4で失格となる。但し、悪質と判断された場合は即失格も有り得る。

技有り

一本

技有り2

注意1 注意2

減点1

注意3 注意4

失格



真勇カップ東日本ジュニア 競技規定

競技規定- 2 -

失格

減点が2となった場合。

係員や審判員の指示に従わない場合や粗暴な言動、悪質な態度、悪質な反則と見なされた場合。

規定外の道衣や防具を使用した場合。

時間に遅れ進行の妨げとなる場合、および出場しない場合。

大会申込書に虚偽の記載や不正行為が発覚した場合。

選手の服装

清潔な白色または乳白色の空手衣(その流派の正装)を着用すること。

袖が無かったり極端に短く半袖のような空手衣は認めない。また、過度の装飾が施された空手衣も認めない。

女子のみTシャツ着用を認める。

標識紐(赤いひも)と着用義務の防具を各自で準備し着用すること。

防具

○着用義務 ×着用不可能 △着用任意(希望者のみ)

幼年 小学3年未満 小学3年以上 中学

女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子

ヘッドガード ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

拳サポーター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

すねサポーター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

膝サポーター △ △ △ △ ○ ○ ○ ○

ファールカップ・アンダーガード △ ○ △ ○ △ ○ ○ ○

胸ガード × × × × △ × ○ ×

防具と標識紐(赤いひも)は主催者側では準備しませんので各自で用意すること。

ヘッドガードは白色または黒色で顔全体を覆うものに限る。

イサミ製CKW-10、TT-25、MW製HG15、HG17または同等の物。

拳サポーター、すねサポ－タ－、膝サポ－タ－は布製のものに限る。

サポーター類でパットが極端に薄くなっているもの、改造したものは使用を禁止する。

ファ－ルカップ、アンダ－ガ－ドは道着の下に着用すること。

女子の胸ガ－ドはイサミ製D-16、TT-28、MW 製 CG32、またはスポーツブラタイプで同等の物。

みぞおちにかかるもの及びプラスチック製は禁止。（L-711、L-8202、L-8303等、腹部にかかるものは不可)

試合時間

真勇新人戦 真勇カップ東日本ジュニア

新人戦 初級 中級 上級

本戦 １：００ １：３０

本戦で必ず勝敗を決定する本戦マスト方式とし、延長戦は行わない。

複数のクラスが混合･統合される場合の試合時間については対象範囲内でもっとも短い試合時間とする。

補則

上段ヒザ蹴りは全て反則とする。（故意でない場合でも反則となる）

このル－ル案内に無い事態が発生した場合は、必要に応じ役員が協議を行い審判長が最終決定をする。

協議結果や試合結果に対しての意義申し立ては一切認めない。



日本国際空手協会試合規約「日本国際空手協会ルール」

１．１本勝ち（技あり 2 で１本）

①反則箇所を除いた場所に「突き」「蹴り」「肘打ち」等を瞬間的に決め、

相手を３秒以上ダウンさせた場合。

②主審の判断でダウンした選手が試合続行不可能と判断した場合。

２．技あり

①反則箇所を除いた場所に突き、蹴り等が瞬間的に決まり、相手をダウン（２秒以内）させた場合。

②相手の動きが止まって（２秒以内）しまったが試合続行可能な場合。（但し、本人に戦う意思が有って

も危険と審判が判断した場合は、一本となる。）

３．有効（有効２で技あり）※中学生以下、クラス別Ｊｒの部では技ありとなります。

①ノーガードの顔面（頭部）に的確に「蹴り」がに決まった場合全て有効となる。ただし乗っかったよう

な蹴りに関しては認めない。

②足技の攻撃技により倒れた相手や胴回し回転蹴り等の失敗に倒れた相手対し、瞬時に「決め・斬新」を

決めた場合。（例：下段廻し蹴り又は、足払いから等からの下段突き）

③軸足が床に付いてない胴回し回転蹴りなどの技や、蹴り技が決ったが､蹴った方のバランスが崩れ転倒

した場合は認めない。（相手がダウンまたはダメージのある場合は、技あり、または一本となります）

④反則行為をして、「反則減点１（注意２）」を取られると、自動的に相手方に「有効１」が与えられる。

※中学生以下の場合はそのまま「減点１」として判定に入ります。

４．審判による判定

①判定基準は、相手に対して、「１．打撃のダメージ」「２．技の適格性」「３．手数」の順で裁定する。

②５審判員制で「１本」「技あり」「有効」「反則」等全ての判定に３人以上の支持がある事。

５．反則

以下の行為で、「注意１」が与えられ、「注意２」で「減点１（相手方に、有効１）」（中学生以下の場合は

そのまま「減点１」）「注意４」で失格。

①手拳・肘による顔面殴打（手先が軽く触れても反則）、首への攻撃撃。

②「ダウンした相手」「場外に出た時」「主審が完全に制止（止め）した時」に攻撃した時。

③「金的攻撃」「投げ」「掴み」「相手に顔面及び頭部付けての攻撃」「掌底押し」

④選手本人が相手や審判員に暴言を吐いたり、

セコンドが悪質な行動（例：ヤジ・床を叩く等）をした場合。

⑤以上の他に審判判断に寄り、悪質な試合態度や不適切な行為と見なした場合。（通常は、一度警告する。）

⑥突き、蹴り等、有効な技で相手が場外に出た場合（掌底押し、肩押し等は除く）

※場外注意は中学生以下にはありません。

⑦ヒザ関節への前からの中足または足刀による攻撃。

⑧上段への膝蹴りは中学生以上の一般の部で有効、小学生以下の一般の部、

クラス別ジュニア大会では反則となります。

⑨以上の他に審判判断により、悪質な試合態度や不適切な行為と見なした場合。（通常は１度警告する。）

反則は悪質なものを除き注意が与えられ、注意２で減点１（減点１は相手方に有効１）。

注意４で失格となる。

例：場外注意１、顔面殴打注意１あわせて注意２、減点１．

６．失格（注意４で失格となります。）

①試合中に審判員の指示に従わない等、粗暴な振る舞い・悪質な試合態度や行為と見なされた時。

②大会規約を遵守せず、大会役員の指示に従わない場合。

③出場時刻に遅れたり、出場しない時。

＊但し、以下の場合は、例外とする。

◎大会医師の診断により、「試合続行不可能」と判断した場合。

◎大会参加時に本人に関する不慮の事故（家族に何らかの不幸が生じる等）が、発生し、審判長・審議委

員が協議の上、退場を許可した時。


